　　　　　　　　　　　　　　　　　資料３－２　
令和７年度OAC交流イベント報告

１　日　時：令和８年１月14日（水） 13時～16時30分
２　参加者数：42名　 
【参加者の属性】 アンケート回答数：37名

	所属機関
	参加者数
	割合
	

	自助グループ
	13
	35%
	

	民間支援団体
	1
	3%
	

	市町村
	9
	24%
	

	保健所
	1
	3%
	

	医療機関
	4
	11%
	

	国の行政機関
	4
	11%
	

	その他
	5
	13%
	
	
	
	

	計
	37
	100％
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３　アンケート結果　　アンケート回答数：37（回収率　88.1％）
①本日参加されて当てはまるものすべてに〇をつけてください（複数回答）
	回答
	回答数

	今まで知らなかった機関や団体、自助グループの人と知り合えた
	26

	すでに知っている機関や団体、自助グループの人との関係がさらに深まった
	21

	特に得るものはなかった
	　０

	その他
	　0



②参加した満足度
	回答
	回答数
	割合

	大変満足
	32
	86.5％

	やや満足
	３
	8.1％

	やや不満
	0
	　0％

	不満
	0
	　０％

	無回答
	２
	5.4％

	計
	37
	




③講演会の感想　※主なもの
○BPSに課題を整理することで各機関・各職種のかかわる部分がわかりやすくなると感じました。
○講義の内容についてとても分かりやすく依存症について学ぶことができました。
○依存症に３要素（生物学的・心理的・社会的）がからみ合って影響していることを学ばせてもらった。
○依存症についてより深く理解できたと思います。回復に向けて環境調整や生活調整等が日々の変わりの中で難しいように思います。
○「やめさせることをいったんやめる」ことでまずは信頼関係をつくることを基本に支援していきたいと思いました。

④体験談とグループワーク・交流会の感想　※主なもの　
○貴重な体験談が聞くことができてよかった。様々な立場の方と意見交換ができて有意義だった。との感想が多数。
○非常に有意義でした。特に体験された生の声を聞くことができ、今後の支援に活かしたいと思いました。
○貴重な体験談をたくさん聞くことができ、改めて、当事者の方の心理や家族の方の気持ちを知ることができました。グループ
ワークでは、「どうつながるのか」ということが話題にあがり、多角的な話ができ有意義な時間でした。
○みなさんから仲間が大事、つながりが大事、連携が大事とのお話がでていました。
○知らないグループを知れたことは大きな収穫だと思います。もっと時間があればよかったと思います。もっと話したい。
○色々な立場のかたのお話をきけて良かった。普段話す機会のない人と支援方法について相談でき、勉強になった。
　
⑤全体を通しての感想　※主なもの　
○より理解が深まるようこのような学び、交流の機会に参加させていただきたいと思いました。ありがとうございました。
○様々な機関や当事者、家族の話を聞くことができ、支援者としての目線だけでなく、家族、当事者としても目線をもって
支援していくことの大切さを認識できました。
○来年度もぜひ開催してもらいたい。
○支援者の方と当事者の方の交流で少しでも依存症の方が相談につながって欲しいです。
○自分の思いをはき出して、そして話を聞く有意義な時間でした。参加してよかったです。ありがとうございました。
○非常に積極的な交流が出来たと思う。
○とても楽しくすごせました。すこし時間がたらなかった。これからも交流会をふやしてほしい。
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自助グループ	民間支援団体	市町村	保健所	医療機関	国の行政機関	その他	13	1	9	1	4	4	5	
